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特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

成長の活路見出す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援

進
む
交
通
網
整
備
地
域
越
え
て
連
携
へ

工
場
長
サ
ミ
ッ
ト
モ
ノ
づ
く
り
熱
く
議
論

　
２
０
１
０
年
秋
に
実
施
し
た
パ

ネ
ル
討
論
「
工
場
長
サ
ミ
ッ
ト

変
わ
る
茨
城
の
モ
ノ
づ
く
り
」
で

は
、
日
立
製
作
所
の
石
塚
達
郎
日

立
事
業
所
長
、
コ
マ
ツ
の
小
川
啓

之
茨
城
工
場
長
、
キ
ヤ
ノ
ン
の
奥

垣
弘
映
像
事
務
機
取
手
工
場
長
と

い
う
県
内
を
代
表
す
る
３
人
の
工

場
長
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
に
茨
城

県
の
福
田
敬
士
商
工
労
働
部
長
が

加
わ
っ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
あ
り

方
に
つ
い
て
熱
い
議
論
を
交
わ
し

た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
茨
城

県
中
小
企
業
振
興
公
社
の
中
野
清

蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

だ
っ
た
。

　
討
論
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
中
で
、
茨
城
に
立
地
す
る
工

場
も
世
界
で
競
争
す
る
た
め
に
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
努
力
を
続
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
各
氏
は
強
調
し

た
。
そ
う
し
た
中
で
県
内
の
中
小

企
業
が
、
大
手
と
取
引
し
て
い
く

た
め
に
は
、
仕
事
を
待
つ
だ
け
で

な
く
、
提
案
力
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。

　
ま
た
、
年
に
２
、
３
回
行
う
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
は
毎
回

人
ほ
ど

が
参
加
す
る
。
茨
城
県
内
は
、
平

ら
な
土
地
が
多
く
、
優
良
な
ゴ
ル

フ
場
が
数
多
く
、
地
域
資
源
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
が
趣

味
と
い
う
経
営
者
も
多
く
、
県
内

の
名
門
コ
ー
ス
で
日
頃
の
腕
を
競

い
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
会

場
と
な
っ
た
ゴ
ル
フ
場
は
、
大
洗

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
宍
戸
ヒ
ル
ズ
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
笠
間
東
洋
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
な
ど
で
、
初
級
者
か

ら
上
級
者
ま
で
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
楽
し
い
ゴ
ル
フ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
県
の
総
合
計
画
策

定
の
委
員
に
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

役
員
が
選
ば
れ
て
い
る
。
今
回
の

県
の
５
カ
年
計
画
に
は
、
茨
城
産

業
人
ク
ラ
ブ
顧
問
で
あ
る
平
沼
産

業
の
平
沼
憲
一
社
長
が
参
加
し
て

い
る
。前
回
の
５
カ
年
計
画
に
は
、

茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
柳
生

修
コ
ロ
ナ
電
気
社
長
が
参
加
し
て

お
り
、
茨
城
県
産
業
界
を
代
表
し

て
、
県
の
商
工
労
働
政
策
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
述
べ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
県
の
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
施
策
を
検
討
す
る
上

で
、
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
会
員

各
社
の
意
見
は
欠
か
せ
な
い
と
い

う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
茨
城
県
は
「
い
ば
ら

き
産
業
大
県
」
を
目
指
し
、
産
業

の
振
興
に
よ
っ
て
、
雇
用
確
保
な

ど
生
活
の
基
盤
整
備
を
進
め
て
き

た
。
企
業
立
地
件
数
で
全
国
ト
ッ

プ
な
ど
、
あ
る
程
度
の
実
績
を
得

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
「
生

活
大
県
」
と
し
て
、
住
み
よ
い
地

域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を

橋
本
知
事
は
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。

　
た
だ
、
時
代
が
変
化
し
て
い
く

中
で
、
産
業
も
変
化
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
産
業
振
興
策
に
も
、

終
わ
り
は
な
い
。
県
が
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
次
世
代
自
動
車
な
ど

の
新
産
業
育
成
の
た
め
に
立
ち
上

げ
た
「
い
ば
ら
き
成
長
産
業
振
興

協
議
会
」
で
は
、
茨
城
産
業
人
ク

ラ
ブ
と
共
催
に
よ
っ
て
、
講
演
会

を
開
催
し
た
り
し
て
い
る
。
今
後

も
協
力
関
係
を
密
接
に
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

会
員
や
関
係
者
ら

約
１
５
０
人
が
聴

講
し
た
昨
年

月

の
経
済
講
演
会

「
工
場
長
サ
ミ
ッ

ト
」

新
春
経
済
講
演
会
で
講

演
す
る
鬼
沢
常
陽
銀
頭

取

　
茨
城
県
は
、
交
通
網
の
整
備
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
高
速
道
路

は
、
南
北
を
常
磐
自
動
車
道
が
結

び
、
東
西
は
北
関
東
自
動
車
道
が

３
月
に
全
面
開
通
し
、
栃
木
県
と

群
馬
県
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

圏
央

道

も
順
調
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
開
通
す
れ
ば
利
便
性
が
大
幅

に
向
上
す
る
。
２
０
１
０
年
に
開

港
し
た
茨
城
空
港
は
、
韓
国
便
の

ほ
か
、
中
国
・
上
海
、
神
戸
、
北

海
道
、
愛
知
と
つ
な
が
り
、
路
線

も
着
々
と
増
え
て
い
る
。
港
湾
も

整
備
さ
れ
て
お
り
、
日
産
自
動
車

栃
木
工
場
が
、
海
外
に
出
荷
す
る

乗
用
車
の
た
め
の
港
を
横
浜
か
ら

茨
城
に
変
更
す
る
な
ど
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
茨
城
に
は
筑
波
研
究
学

園
都
市
や
、
原
子
力
の
研
究
施
設

が
集
ま
る
東
海
地
区
、
日
立
製
作

所
の
工
場
が
集
ま
る
日
立
地
区
が

あ
る
。
特
に
日
本
の
頭
脳
が
集
ま

る
と
い
わ
れ
る
筑
波
地
区
は
、
研

究
者
が
１
万
人
以
上
、
博
士
号
取

得
者
が
５
０
０
０
人
以
上
い
る
。

研
究
機
関
も
１
０
０
カ
所
近
く
集

ま
っ
て
い
る
。

　
茨
城
県
産
業
界
が
今
後
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
整

備
さ
れ
た
交
通
網
を
活
用
し
、
こ

う
し
た
特
徴
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
連
携
し
、
総
合
力
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
設
立
か

ら

年
を
迎
え
た
。
現
在
は
、
茨

城
県
内
の
中
小
製
造
業
の
経
営
者

や
、
大
手
企
業
の
工
場
長
、
支
店

長
ら
を
中
心
に
約
１
６
０
の
会
員

が
所
属
す
る
。

　
名
誉
会
長
に
橋
本
昌
茨
城
県
知

事
、
参
与
に
茨
城
県
商
工
労
働
部

長
、
茨
城
大
学
学
長
、
筑
波
大
学

副
学
長
ら
、
会
長
に
コ
ロ
ナ
電
気

の
柳
生
修
社
長
、
副
会
長
に
助
川

電
気
工
業
の
百
目
鬼
孝
一
社
長
、

協
立
製
作
所
の
高
橋
日
出
男
社
長

が
就
い
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
経
営
に
お
け

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
共

有
し
、
新
た
な
成
長
の
活
路
を
見

い
だ
そ
う
と
す
る
志
の
高
い
経
営

者
を
中
心
に
、
こ
の
数
年
、
会
員

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

◇
　
　
◇

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

は
、
経
済
講
演
会
な
ど
の
勉
強
会

を
中
心
に
し
て
、
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
、
県
の
企
画
部

や
商
工
労
働
部
幹

部
と
の
意
見
交
換

会
な
ど
を
通
じ

て
、
会
員
同
士
の

親
睦
を
図
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
結
果
、
加
工

の
受
発
注
な
ど
会

員
間
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
話
も
多
数
生
ま

れ
て
い
る
。ま
た
、

県
商
工
労
働
部
や
茨
城

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

と
共
同
で
実
施
し
て
い

る
講
演
会
も
好
評
だ
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
経
済
講
演

会
に
は
、
一
流
の
講
師
陣
を
迎
え

て
い
る
。
橋
本
知
事
、
元
経
済
産

業
事
務
次
官
の
北
畑
隆
生
氏
の
ほ

か
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
茨

城
大
学
、
常
陽
銀
行
、
県
内
の
中

小
企
業
経
営
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

知
見
を
基
に
話
を
し
て
い
る
。
今

月
開
催
し
た
新
春
経
済
講
演
会
で

は
、
常
陽
銀
行
の
鬼
沢
邦
夫
頭
取

が
「
人
材
育
成
に
よ
る
企
業
活
力

の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
人

事
部
長
の
経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
趣

味
の
野
球
の
話
を
絡
め
な
が
ら
、

楽
し
い
話
を
し
た
。
毎
回
、
１
５

０
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
熱
心
に
聴

講
し
て
い
る
。

会長インタビュー

柳生修氏（コロナ電気社長）

経
営
の
判
断
材
料
提
供
を

　
―
約
１
５
０
の
会
員
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
「
経
費
削
減
が
叫
ば
れ
る
こ

の
ご
時
世
で
、
１
０
０
社
を
超

え
る
企
業
が
会
員
に
な
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
会
が
会
員
と
し

て
の
利
点
を
享
受
で
き
て
い
る

一
つ
の
証
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。し
か
し
、こ
れ
に
甘
ん
じ
て

企
画
な
ど
で
工
夫
し
て
い
か
な

い
と
社
数
は
減
っ
て
い
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
会
員

数
が

―

社
だ
っ
た
時
も
あ

り
ま
し
た
。
常
に
会
員
が
何
を

望
ん
で
い
る
か
を
把
握
し
、
懇

親
会
な
ど
へ
の
出
席
者
が
今
以

上
に
増
え
る
よ
う
、
運
営
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　
―
会
員
は
何
を
求
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
か
。

　
「
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

通
じ
て
、
他
社
の
考
え
方
を
吸

収
し
、
自
社
の
経
営
の
判
断
材

料
に
し
て
い
け
る
場
の
提
供
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
社
が

モ
ノ
づ
く
り
の
企
業
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
が
将
来
ど
う
な
る
の
か
を
考

え
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
判
断
材

料
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」

　
―
考
え
る
場
と
し
て
、
今

後
、
何
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
の
中
小
企
業

だ
け
で
な
く
、大
手
企
業
、県
や

中
小
企
業
振
興
公
社
、
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
な
ど
行
政
関
係
や

金
融
機
関
な
ど
も
会
員
に
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
０
年

月

に
県
内
の
大
手
企
業
の
所
長
・

工
場
長
３
人
を
招
い
て
実
施
し

た
経
済
講
演
会

工
場
長
サ
ミ

ッ
ト
は
新
し
い
試
み
で
、会
員

か
ら
の
評
判
も
良
か
っ
た
。
次

回
は
開
発
設
計
者
や
、
資
材
・

調
達
の
責
任
者
な
ど
に
ご
登
壇

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、産
学
官
金
連
携
の

講
演
会
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
務
め
る
支
援
機
関
の
方
々

の
パ
ネ
ル
討
論
も
次
回
以
降
に

実
施
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
―
２
０
１
１
年
度
は
２
期
４

年
の
会
長
任
期
の
最
終
年
度
で

す
。
ク
ラ
ブ
を
維
持
発
展
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
。

　
「
茨
城
県
は
、
つ
く
ば
市
周

辺
の
研
究
機
関
や
日
立
の
企
業

城
下
町
、
鹿
島
臨
海
工
業
地

帯
、
こ
れ
に
今
後
は
古
河
市
に

進
出
し
て
く
る
日
野
自
動
車
も

あ
り
ま
す
。
恵
ま
れ
た
産
業
的

な
立
地
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
、
県
内
の
研
究

機
関
や
諸
施
設
な
ど
の
見
学
を

増
や
し
、
筑
波
大
学
や
茨
城
大

学
な
ど
に
所
属
す
る
研
究
者
の

テ
ー
マ
を
吸
収
す
る
機
会
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
産
業
人
ク
ラ
ブ
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
橋
渡
し
で

き
れ
ば
、
存
在
意
義
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
「
も
う
一
つ
は
事
業
継
承
と

い
う
経
営
課
題
に
ど
う
関
わ
っ

て
い
く
か
で
す
。
次
代
を
担
う

後
継
者
が
自
分
の
会
社
に
戻
っ

て
き
て
い
る
企
業
は
た
く
さ
ん

あ
り
、
ク
ラ
ブ
に
も
後
継
者
に

な
る
人
が
参
加
し
始
め
て
い
ま

す
。
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
は

若
手
経
営
者
向
け
交
流
会
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に
例

え
ば
青
年
部
の
よ
う
な
組
織
が

あ
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
商
工
中
金
の
よ
う
に
全
国

規
模
で
同
年
代
の
友
人
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
い

て
い
ま
す
。
他
県
の
産
業
人
ク

ラ
ブ
も
増
え
ま
し
た
の
で
、
ク

ラ
ブ
同
士
で
連
携
す
る
な
ど
、

次
代
を
担
う
人
へ
の
研
修
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
が
、
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
役
割
の
一
つ
に
な
っ

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
」

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２５日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


